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問
よ
う
て
い
農
協
の
小
麦
乾

燥
調
製
貯
蔵
施
設
の
増
築
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
農
業
が

持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

農
業
振
興
策
と
し
て
、
こ

の
事
業
に
つ
い
て
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
よ
う
て
い
管
内
の

各
町
村
に
施
設
を
建
設
す
る

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業

費
に
対
し
て

・
９
％
～

16

％
の
割
合
で
支
援
し
て

50い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
町
の
経
費
負
担
は
あ
る

か
。
負
担
額
は
い
く
ら
に
な

る
か
。

町
長平

成

年
度
の
農
業
振

30

興
施
設
等
整
備
事
業
、
強
い

農
業
づ
く
り
事
業
と
し
て
小

麦
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
、
平

成

年
整
備
の
増
築
工
事

21
に
係
る
北
海
道
か
ら
の
間
接

補
助
分
の
補
正
に
つ
い
て
本

定
例
会
の
補
正
予
算
と
し
て

議
決
を
い
た
だ
い
た
。

今
回
、
平
成

年
度
建
設

21

の
施
設
の
増
築
で
あ
り
、
よ

う
て
い
管
内
の
畑
作
物
は
食

用
バ
レ
イ
シ
ョ
が

％
を

37

占
め
、
偏
重
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
土
壌

病
害
の
発
生
か
ら
収
量
、
品

質
の
低
下
を
招
く
要
因
と
な

り
得
る
こ
と
か
ら
、
小
麦
の

作
付
面
積
増
に
よ
る
さ
ら
な

る
輪
作
体
系
の
確
立
、
穀
粒

選
別
器
の
導
入
に
よ
る
一

等
比
率
の
向
上
と
所
得
の

維
持
向
上
に
つ
な
が
る
。

本
町
の
農
業
振
興
策
と

し
て
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

の
支
援
、

本
町
の
経
費
負

担
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
工

事
の
入
札
後
に
よ
う
て
い

農
協
か
ら
町
の
支
援
に
つ

い
て
要
望
が
あ
る
。

よ
う
て
い
管
内
の
各
施

設
建
設
に
係
る
事
業
費
に

対
す
る
町
村
支
援
状
況
も

考
慮
し
、
財
政
も
考
慮
し
た

中
で
、
よ
う
て
い
農
協
に
対

し
引
き
続
き
検
討
す
る
。

小
麦
・
大
豆
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設

平
成

年
度
に

よ
う

21

J

A

て
い
が
畑
作
作
物
の
輪
作
体
系

を
構
成
す
る
重
要
作
物
で
あ
る

小
麦
・
大
豆
の
作
付
を
推
奨
し
、

適
正
輪
作
体
系
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
に
建
設
し
た
施
設
。

一般質問 盛多 勝美 議員

小麦乾燥調製貯蔵施設の増築に対する

町長 所得の維持向上等や生産者負担の軽減の面から支援は重要と認識している

支援はどのようにお考えか

小麦・大豆乾燥調製貯蔵施設


